
Ⅱ－2 PT として議論の俎上に載せた主なもの 

 
※PT と所属との議論過程で、主な論点となったもの 

 
C 地域に密着した施策・施設のあり方 

 
・ 地域への補助金・交付金等の整理・統合【市民局】【健康福祉局】ほか 
・ 区政改革 ブロック化、窓口業務のあり方【市民局】 
   今後の進め方とスケジュール。 
・ 区コミュニティ協会のあり方【市民局】 
   地域活動との関係。 
・ まちづくりの助成金などまちづくり事業の整理【計画調整局】【市民局】【都市整備局】 
   まちづくり活動支援、市民活動推進基金、HOPE 事業などの整理。 
・ 商店街・地域企業等の活性化【経済局】 
・ 区役所出張所のあり方【市民局】【健康福祉局】 

巡回相談や証明書交付機等などの代替措置の検討による現行出張所機能の廃止の可能性。 
老朽化、耐震化のため対応が必要となっている施設については供用廃止の検討。 

・ 区民センター、ホールの整備【市民局】 
予算状況を十分に勘案し、早急に検討を要す。 

・ 老人憩いの家、地域集会所のあり方【健康福祉局】【市民局】 
設置目的は異なるが、似通った利用実態の地域もある。 
地域コミュニティの促進という同一の目的のもとで、順次、整理を図るべき。 

・ こども文化センターのあり方【こども青少年局】 
   既存の類似施設の活用の可否。 
・ 市民学習センターのあり方【教育委員会事務局】 
   適正配置の考え方、賃料支出の抑制。 
・ 男女共同参画センター（５館）【市民局】 

集約化、多目的化。 
・ 人権文化センター（もと人権文化センターを含む）、もと老人福祉センター、 

もと青少年会館【市民局】【健康福祉局】【教育委員会事務局】 
   廃止後の施設・用地の売却、転活用方針。 

 


